
D・グレーバー 負債と暴力 

序章では、著者の反資本主義の活動家としての発言が目を引く。グローバルな破産

国家管財人としての IMF に反対して、債権放棄を促し、さらには IMF の解体を公

言する。そこから、負債の本質に迫ろうと言うのだが、著者によれば負債とは貨幣

のある面での本質なので、論は貨幣の起源へと遡行して行く。 

 

アダム・スミス流の、仮想的な未開社会での物々交換の不便性から貨幣が発達して

きたという考えは大間違いだと著者は言う。著者の人類学者としての知識によれば、

貨幣がなくて不便をかこつ未開社会など世界のどこにも存在しない。未開社会では、

人物 Aが財 Aを欲しいが手元には財 Bしかなく人物 Bが財 Aを持っているが財 B

は欲しくないとき、何が起こるか？人物 Bは人物 A に財 A を渡し、人物 A が人物

B の欲しいものを獲得できる時まで待つだけなのだ。つまりこれは、一種の信用売

りで、そのような記憶が木切れか何かに記録されればそれは借用証書となり、それ

が貨幣として共同体内で流通し始める。だから負債が貨幣の起源なのだ。さらに言

えば、貨幣による交換は共同体が接触したときのみ行われるのではなく、共同体内

部でも行われた。共同体が接触した時に行われる交換は商業的なものというよりも

祝祭的なイベントになるのが人類学による観察だ。さらに交換や信用にもとずく社

会形成について理論的な分析がされ、それを基盤に著者は貨幣を軸にして人類史



5000 年を振り返る。 

 

顔見知りどうしの温かな匂いに包まれた交換は多くが、商業経済ではなく著者が言

う所の人間経済で行われていた。人間経済とは人間こそが最も価値を持つ経済であ

り、それは殺人に対する購いや花嫁の受け入れに伴うお礼等のやり取りだった。こ

のような際に貨幣が支払われる事はあったが、それは人間の価値に遠く及ばない事

を双方が確認するものだった。つまり社会的人間関係を確認するための社会的通貨

として使われた。しかし、この関係が属人的な性質を奪われ計量可能性の枠組みに

移行するとそこから必然的に奴隷制や売春が発生する。この過程で多くの暴力が介

在した事は疑いないだろう。紀元前800 年までの大帝国ではすでにこのような事態

が進行し、債務地獄に陥って債務奴隷になったり家族を売り飛ばさざるをえない境

遇に陥ってしまった民衆を徳政令で救う事が王の課題となった。 

 

次の、著者の言う枢軸時代（前 800 年から紀元後 600 年まで）には、鋳造貨幣が

誕生し、軍事＝鋳造貨幣＝奴隷制複合体とでも言うべきシステムが誕生した。ギリ

シアやローマ帝国がそうだ。征服のため移動する軍隊の兵士と現地民の間の交換は、

二度と合わない者どうしの交換だからこそ、貨幣での決済がふさわしい。そこで兵

士の給料のために鋳造貨幣が支払われた。貨幣で決済してしまうと、そこで貸し借



りの紐帯が切断されるので、共同体内部ではむしろ避けられる事だった。金で解決

するなんてなんと水臭い、という事だ。このようにして貨幣経済が広まったのだが、

帝国の崩壊とともに再び鋳造貨幣は消え去り信用経済へと戻ったのが中世だ

（1450 年まで）。 

 

大航海時代が開幕し、遅れた西ヨーロッパに新大陸からの搾取された富が流れ込み、

資本主義が成長する。新大陸に行ったコンキスタドールの暴虐ぶりは周知の事だが、

その心理状態についての著者の分析は鋭い。例えばコルテスは自身が重債務者であ

り、彼の兵士もまたコルテスにより法外な必要経費を取られ、もうけるはずが逆に

債務者となった。この債務がヒリヒリとした焦燥感をもたらし、新大陸のインディ

オを同じ人間としてみる心の余裕を奪い、普通の人間なら見るに耐えない状況を作

り出したのだと言う。征服後にコルテスは債務により無一文になった。ここで著者

は短いが注目すべき発言をする。資本主義の時代は、民主主義、科学、福祉が進展

し明らかにそれまでより生活は向上したが、それは資本主義でなくても実現できた

のではないかと言う。これは論証はされず信念の開陳に聞こえる。さらに資本主義

の発展は詳述されず、すぐ次の現代の金融資本主義に時代へと移行してしまう。そ

こでは、著者の活動家としての主張が展開される、内容は冒頭の IMF に関する話し

と同様だ。例えば、負債は契約で発生するから平等な個人の間で成立するが、実は



現代の雇用においても、それは対等ではない個人と法人の間に成立し、勤務時間の

間だけ自分を債務奴隷として差し出しているのだというのは、すでにカール・マル

クスにより指摘されている事で特に斬新な考えとは言えない。 

 

貨幣を軸に人類5000 年史を祖述する膨大な著述でありながら、文体は平易でエピ

ソード的な話題も多く盛り込まれ、本文 600ページを読むのに苦痛は感じない。し

かし、個人で得られる知識には限界がある。例えば中国とその従属国の話題では、

日本も歴史上ずっと変わらず中国の朝貢国であるかの様にさらっと書かれると、ア

レ変だなと感じる。同様に他の地域や時代に関する著述でも同じような過度の単純

化があるのではと疑ってしまう。全体としてみると最初と最後におかれた短いアジ

テーション部分に挟まれて、貨幣に関する非常に興味深い起源論と発展史が書かれ

ていると言う印象だ。最後に著者は、勤勉な貧者だけでなく勤勉でない（他の人生

の楽しみー友人や家族との語らいーに時間を費やす）貧者の立場にも立つ事を宣言

する。 


